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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は類似する母語（日本語・韓国語）話者による英語前置詞の第二言語習得研究である。

理論的方針として、英語の前置詞と日本語・韓国語の助詞を、意味的・統語的考察から、プト

ロタイプ理論に基づく習得仮説(Prototypicality Hypothesis)と生成文法に基づく言語習得仮説

(Economy-Driven Development Hypothesis)を 2 つの実験研究を通じて検証した。 
習得実験研究では、各々の中間言語

 

、つまり、日本語・韓国語を母語とする学習者のL2 と

しての英語の前置詞の心的標示を 3 つの構築段階に分けて記述し、母語の影響、習得難易度な

どについて議論しながら、経済性に統率された習得仮説の優越を提訴した。 

研究成果の概要（英文）： 
 This study sets to investigate how second language learners (especially, Japanese 
speaking learners and Korean speaking learners) acquire English prepositions and how 
learned cross-linguistic associations are formed and how they are represented in a second 
language (L2) users’ mental lexicon. Two experimental studies have been conducted in 
order to test hypotheses on the second language acquisition of English prepositions, 
representatively, the Prototypicality Hypothesis and the Economy-Driven Development 
Hypothesis. First experimental study aims to investigate second language (L2) acquisition 
of three English prepositions (at, on, in) by Japanese-speaking learners and 
Korean-speaking learners of English. The second experimental study aims to test 
hypotheses derived from the first experimental study. Research questions for the both 
experimental studies consist: (i) differential difficulty (Which prepositions are easier to 
acquire than others? , and Which senses of a preposition is the easiest to acquire or the 
most difficult to acquire?) ; (ii) influence of lemmatic properties of first language (L1), and 
second language (L2), and (iii) variability.  
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１．研究開始当初の背景 
  英語の前置詞と日本語と韓国語の助詞

（後置詞）は、まだ分類のレベルにあり、な

ぜそのような分類／分布になっていくのか

を探るという問題意識は乏しい。個々の用法

の観察が部分的にできている状況であり、一

般化・効率的記述を意識できていない。さら

に、前置詞句（PP）の意味を決めるのは前置

詞（P）の意味だけではなく、共起する名詞

や動詞の役割があることについても同じで

ある。 
前置詞の習得を予測する理論として、例え

ば、前置詞の意味を分析しているプロトタイ

プ理論がある。このプロトタイプ理論に基づ

いた前置詞の第二言語習得仮説が「プロトタ

イプ順習得仮説(Prototypicality Hypothesis)で
ある。この仮説は、前置詞(P)の目的語(NP)
が前置詞のプロト性を決めるというプロト

タイプ理論を取り入れ、よりプロト性の高い

ものが習得し易いという仮説が提案されて

いるがその妥当性は明瞭ではない。 
 さらに、機能語と意味語という両性質を持

つとされる前置詞は今まで母語・第二言語習

得研究においてその研究領域が限られ成果

が乏しい。機能範疇と語彙範疇の区別が理論

の中核となる既存の習得モデルでは扱い難

い。既存の習得理論 (e.g. Parameter-Setting 
model の変形である The Minimal Trees 仮説、

Platzack(1996) の The Initial Hypothesis of 
Syntax Model) の仮説の検証を行うことが必

要であるのが現状である。それぞれモデルの

妥当性を検証しながら、実際英語前置詞の母

語・第二言語習得研究も部分的・断片的であ

り、異なる第一言語（母語、L1）の影響や統

語的・意味的特性を考慮に入れた体系的な英

語前置詞の習得研究がまだない。本研究は第

二言語習得研究に必要な新たなデータを提

供するなど多く貢献できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は類似する母語（日本語/韓国語）話

者による英語の前置詞の第二言語習得研究

である。方針として、英語の前置詞と日本

語・韓国語の助詞は、いずれもそれぞれ一枚

岩的均質な文法ではない。意味的・統語的考

察からそれぞれを 3 タイプに分けで考えるべ

きである。理論的枠組みとして、生成文法に

基づく言語理論とそれに基づく習得理論を

提訴する。特に、ミニマリストプログラムの

経済性による評価選択基盤（Evaluation 
Matrix）や素性基盤（Feature Matrix）を導

入するが、同時に、意味前置詞の意味を分類

し て い る プ ロ ト タ イ プ 理 論 (Prototype 
Theory)とそれに基づくプロトタイプ習得仮

説（Prototypicality Hypothesis）をテストす

る。 
 具体的に、言語研究では、英語の前置詞と

日本語・韓国語の助詞は、前置詞が持つ意味

的・統語的素性 (Semantic and Syntactic 
Features、いわば Lemmatic Properties)とそ

の 素 性 の 選 択 (Selection) ・ 構 成

(Construction)・同意（Agree）に基づいて、

分析することを理論研究の目的とする。 
 一方、実験研究を通じて、プトロタイプ理

論に基づく習得仮説であるプロトタイプ順

習得仮説 (Prototypicality Hypothesis)と既

存の習得理論(e.g. Parameter-Setting model
の変形である The Minimal Trees 仮説、

Platzack(1996)の The Initial Hypothesis of 
Syntax Model) の仮説の検証を行い、その妥

当性を検証する。その上、ニマリストプログ

ラムの経済性統率習得仮説(Economy-Driven 
Development Hypothesis) を検証し、優越理

論を提訴することを目的とする。 
 研究課題(Research Questions)は下記のよ

うに設定した。先ず、前置詞・助詞の統語的・

意味的性質の研究に関する課題は【①統語

的・意味的素性(Features) の選択・構成・分

布がどのようになっているのか？； ②PP
の意味解釈において、前置詞・助詞と共起す

る名詞の果たす役割は其々なにであるの

か？】、一方、英語前置詞の第二言語習得研

究の課題は【①Errors: 誤用はどの様な環境

で、なぜ起きるのか？どのような説明ができ

るのか？；②L1 影響：母語の助詞、共起す

る形式名詞の影響はあるのか？どのように

影響を及ぼすのか？；③発達順序：どの前置

詞が習得が早い(early)・しやすい(easy)・し

にくい(difficult)のか？； ④ 心的標示：日

本人・韓国人が持っている中間言語として英

語前置詞はどの様な心的標示をしているの

か？文法的に類似するとされる二つの母語

話者の間で、英語習得に違いはあるのか？】

である。 
 
３．研究の方法 
 先ずは、前置詞・助詞の統語的・意味的性

質の分析研究（英語、日本語、韓国語）しな

がら、既存英語前置詞の母語習得及び日本

語・韓国語母語話者による第二言語習得研究

及び第一実験研究を行った。 
 第一実験では、下記のような 97 名の日本語

を母語とする第二言語習得者と 9 名の韓国語

母語話者を対象に実験研究を行った。 



この実験研究の順序は、母語や言語的背景

を問うアンケートを実施、被験者の英語能力

の判定のために OPT（Oxford Placement Test）
を実施、そして英語前置詞の習得予備実験を

行った。そのテストには容認性判断タスク

(Acceptability Judgment Task)を導入した：
-2(Not acceptable), -1 (Probably not acceptable), 
0 (Not sure/difficulty to judge depending on 
words or phrases), 1 (Probably acceptable), 2 
(Acceptable).。 そして実験結果は下記の方法

で計算され、データの分析を行った。 
Table 4 Scoring Subjects’ Responses 
 被験者の答え Correct Incorrect 
a -2 Not acceptable 0 4 
b -1 Prob. Not Acc 1 3 
c  0 Not sure/ 2 2 
d  1 Prob. Accept. 3 1 
e  2 Acceptable 4 0 
 第一実験に用いた 3つの前置詞（at, on, in）
を含む構文は下記のようなものである。 
(1) Conventional (Correct) Use： Look at 

this map.; (b) There is a picture on the 
wall.; (c) We live in

(2) Unconventional (Incorrect) Use: (a) ? 
We keep the money

 the country during 
the summer. 

 at a box.; (b) ? He 
lives on 5 Oxford street.; (c) ? He cut 
his foot in

二回目の実験（本実験）では参加者から、

57 名の日本語母語話者が被験者として選ば

れた。彼らは、アンケート（Questionnaire）、
英語能力テスト(OPT)、そして、穴埋め形式

の前置詞能力タスクを受けた。導入された前

置詞は at, by, for, from, in, into, of, on, to, 
with である、全部で 140 文が導入されたが、

そのうち 134 文が分析に選ばれた。使用され

たサンプルは下記のようなものである。 

 a piece of glass. 

(3) Space – different dimensions：a. I was ( ) the 
dentist when he telephoned me. （彼が電話

してきたとき、私は歯医者にいまし

た。）；b. Two lines meet ( ) a point.（2 本

の線が 1 つの点で交わっている。）；c. He 
hit ( ) the ball, but missed.（彼はその球を狙

って打ったが、当たらなかった。） 

(4) Time – different temporality： a. Can you 
meet me ( ) 4pm in the afternoon.（午後4 時

に会ってくれない？）；b. The farewell party 
ended (  ) dawn.（お別れ会は夜明けに終

わった）; c. He started to study hard ( ) the 
beginning of September (彼は9 月初めに勉

強を真剣に始めた。） 

 
４．研究成果 
 第一実験研究からは下記のような結果を

得ることができた。 

 
この結果から言えるのは、一つ目は、実験

の妥当性と実験に使った文の種類や難易度

が均等であることが分かる。次に、全体的に

韓国語母語話者が日本語母語話者より、わず

かではあるが（5～20％）、前置詞の文法性判

断がより優れている。詳細な議論は奉（2010）
を参照せよ。 

 
さらに、上記の結果はプロトタイプに基づ

く プ ロ ト 性 順 習 得 仮 説 （ Prototypicality 
Hypothesis）が予測するプロト性の高いもの

（Proto）が必ずしも習得し易い(easy)とは限

らないという結果を得た。さらに、プロト性

の低い(Proto C sense)が必ずしも習得し難い

（Difficult）ことではなかった。結果、プロト



性順序習得仮説は指示された、むしろ仮説の

欠点を明らかにする実験結果をえた。 
 
第二実験で得た結果の一部を考察しよう。 

 

 
結果、下記のような前置詞の習得難易度表を
得ることが出来た。 

 
日本語母語話者にとって、前置詞‘at’が実
験でテストされた前置詞のなかでは一番難
しいと思われる。一方、機能範疇とも言われ
る‘of’が一番習得し易いということが分か
る。言い換えれば、上記の結果は、日本語母
語話者はとって、of の使用や生起環境などは
他の前置詞に比べて、習得出来ている（分か
っている）ことを示唆している。一番難しい

（一番出来てない）前置詞は、‘at’で、日
本語の影響はあまり見受けることが出来な
かった。結果をより詳細に見てみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
プロトタイプ仮説は at の用法の中で、at の
目的語が空間的で個体であるときよりプロ
ト性か高く、習得しやすいと予測するが、そ
れとは反対に、結果は、前置詞 at の用法の
中の、時間的で抽象的な 一定の時間を表わ
す 場 合 の 用 法 （ meet me at 4 in the 
afternoon）が日本語母語話者にとっては習
得しやすい（分かっている）ことを示唆する。 
さらに、プロト性の高いと思われる例、つ

まり、空間用法で、前置詞の目的語が個体で
ある場合（ hit at the ball, shot at the 
bear）、日本語母語話者にとってはむしろ一
番出来ていない（習得し難い）という結果に
なっている。いわば、プロト性仮説は支持さ
れず、むしろ反論する結果となっていること
が分かる（詳細な議論は奉（2011a）参照）。 

前置詞と前置詞の目的語の性質だけで‘プ
ロト性’を決める理論を習得に応用すること
には少しむりがあるかのように思われる。さ
らに、母語の影響による前置詞の誤用である
と主張し、プロト性仮説を支持するが、実際
本実験結果では、特に、前置詞‘at’の習得
判定テストでは、顕著な「母語影響」、いわ
ば、「日本語の ni/de」による前置詞の誤用は
僅かで、極めて低い頻度で、日本語の「ni/de」
を前置詞‘at’の代わりに使用する被験者も



あったが、それは規則的なものではなかった
(詳細な誤用分析（Error Analysis）や母語
影 響 (L1 Influence) な ど は 奉 (2010, 
2011a/b)を参照). 

結論として、プロト性の高低や母語影響で
は、日本語母語話者による英語前置詞の習得
順序や難易度は説明出来ないことが明らか
である。一方、前置詞を選択するとされる動
詞の種類やその動詞の意味的・統語的特性
(Lemmatic Properties)を前置詞の持つ意味
的・統語的特性も考慮に入れて、考えるべき
であるという Economy-Driven Development 
Hypothesisの主張が支持される。さらに、前
置詞の目的語が同じ空間用法の個体である
としても、共起する動詞の種類や統語的・意
味的特性（どの用法の前置詞を補語として取
るかを決める）が習得順序を決める際に重要
な役割を果たしていると主張する「Economy 
Driven Development Hypothesis」が支持さ
れる実験結果であった。 
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